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ABSTRAK 

Nabila Aziza Anggraini. 2022. Alih Kode dalam Blog Video pada Kanal Youtube 

Akira Family Channel. Skripsi, Program Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas 

Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mendeskripsikan alih kode yang terdapat dalam blog 

video pada kanal youtube Akira Family Channel yang ditinjau dari wujud alih kode, 

jenis alih kode, faktor penyebab alih kode dan tujuan alih kode yang muncul dalam 

percakapan diantara penutur. Metode pengumpulan data yang digunakan adalah 

teknik simak bebas libat cakap (SBLC) dan teknik catat. Selanjutnya akan dianalisis 

menggunakan metode deskriptif analisis. Hasil penelitian ini adalah 23 data tuturan 

alih kode yang ditemukan dalam percakapan antar penutur dalam blog video pada 

kanal youtube Akira Family Channel dan menunjukkan empat macam kesimpulan. 

Pertama, terdapat empat macam wujud alih kode yaitu (1) wujud alih kode 

antarbahasa, (2) alih kode antardialek, (3) alih kode antarragam dan (4) alih kode 

antartingkat tutur. Kedua, terdapat dua jenis alih kode yaitu alih kode metaforis dan 

alih kode situasional. Ketiga, ditemukan delapan faktor penyebab terjadinya alih 

kode yaitu (1) tujuan penutur, (2) kemampuan berbahasa lawan tutur, (3) kehadiran 

orang ketiga, (4) perubahan topik pembicaraan, (5) perubahan situasi tutur, (6) 

membangkitkan rasa humor, (7) pemilihan ragam dan tingkat tutur dan (8) sekedar 

bergengsi. Keempat, ditemukan sembilan tujuan alih kode yaitu (1) untuk 

menunjukkan identitas atau kelompok etnik tertentu, (2) untuk membangun 

solidaritas diantara peserta tutur, (3) untuk membahas topik tertentu, (4) untuk 

menekankan suatu hal yang penting, (5) untuk mengekspresikan rasa humor, (6) 

untuk menuturkan hal yang bersifat rahasia, (7) untuk menunjukkan sikap tidak 

setuju terhadap perilaku lawan tutur, (8) untuk menyampaikan makna secara lebih 

tepat dan (9) untuk membangun dukungan dari pihak lawan bicara. 

 

Kata kunci: alih kode, wujud, jenis, faktor penyebab, tujuan, blog video, 

youtube 
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ABSTRACT 

Nabila Aziza Anggraini. 2022. Code Switching in Video Blog on the Akira Family 

Channel Youtube Channel. Thesis, Japanese Language Education Program, Faculty 

of Language and Art, State University of Jakarta. 

 

This research aims to describe the code switching contained in the video blog on 

the youtube channel Akira Family Channel in terms of the form of code switching, 

types of code switching, the factors that causing code switching and the purpose of 

code switching that appears in conversations between speakers. The data collection 

method used is the free-of-charge listening technique (SBLC) and the note-taking 

technique. Furthermore, it will be analyzed using descriptive analysis method. The 

results of this research are 23 data on code switching speech found in conversations 

between speakers in video blogs on the Akira Family Channel youtube channel and 

show four kinds of conclusions. First, there are four forms of code switching, 

namely (1) form of code switching between languages, (2) code switching between 

dialects, (3) code switching between varieties and (4) code switching between 

speech levels. Second, there are two types of code switching, namely metaphorical 

code switching and situational code switching. Third, there are eight factors that 

causing code switching, namely (1) the purpose of the speaker, (2) the ability to 

speak the language of the interlocutor, (3) the presence of a third person, (4) a 

change in the topic of conversation, (5) a change in the speech situation, (6) evoking 

a sense of humor, (7) the choice of variety and level of speech and (8) just for 

prestigious. Fourth, there are nine purposes of code switching, namely (1) to show 

identity or certain ethnic groups, (2) to build solidarity among speech participants, 

(3) to discuss certain topics, (4) to emphasize an important thing, (5) to express a 

sense of humor, (6) to tell confidential things, (7) to show disapproval of the 

behavior of the interlocutor, (8) to convey meaning more precisely and (9) to build 

support from the interlocutor. 

 

Keywords: code switching, form, type, factor, purpose, video blog, youtube 
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Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログ   で

のコードスイッチング 

ジャカルタ国立大学 

Nabila Aziza Anggraini 

nabilaaziza.angg@gmail.com 

 

概要 

 

A. はじめに 

 人間は一人で生きられず、常に他の個人を必要とする社会的な生き

物である。他の個人と対話するために、人間はコミュニケーションす

るための用器として言語を必要とする。現在のグローバリゼーション

の時代は高い質の人材を必要とし、さまざまな外国語でコミュニケー

ションをとることができる。母国語以外の外国語を習得する個人の能

力は二つの言語を交換可能に使用してコミュニケーションする機会を

作成する。話し手と対話者が日常のやり取りで二つの言語を交換可能

に使用することはバイリンガリズムと呼ばれる。バイリンガリズムは

言語的側面で相互借用を引き起こす。その一つはコードスイッチング

と呼ばれる。 

 コードスイッチングまたは英語で Code Switching と呼ばれるのはあ

るコード（言語またはバリエーションのいずれか）から別のコードへ

の移行事件を含み、役割、状況、または他の参加のために適応する。

mailto:nabilaaziza.angg@gmail.com
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意識的かつ意図的に実行される。コードスイッチング事件は、二ヶ国

語演説者と直接話す場合でも、ソーシャルメディアで見る場合でも、

どこでも見つけることができる。現在多くのファンがいるソーシャル

メディアの一つはユーチューブである。ユーチューブにアップロード

された動画は動画ブログと呼ばれる。ブログにはさまざまな種類があ

りますが、最も人気のある物の一つは、実体作成者の日常の活動に関

する動画ブログである。日常の活動についての動画ブログを作成する

の実体作成者一人は Akira Family Channel のユーチューブチャンネルで

ある。 

 アキラとディアスタはそのユーチューブチャンネルの実体作成者で

ある。彼らは異なる言語の背景という夫婦である。アキラは日本人、

ディアスタはインドネシア人である。アキラとディアスタは母国語話

者ほどではありませんが、配偶者の第一言語を理解できる。つまり、

彼らは二ヶ国語話者であると言うことができる。二ヶ国語話者として、

彼らが使用する発話は、二つの言語の接触の結果として、ある言語か

ら別の言語への借用を経験することがよくある。お互いの言語を借用

するというこの事件は、コードスイッチングをもたらし、アキラとデ

ィアスタというユーチューブチャンネルの動画ブログで会話に登場す

る機会を与える。発話に現れるコードスイッチングは、話者たち間の

コミュニケーションが上手くいくに実行され続けるように、進行中の

状況を調整するための戦略として機能することができる。 
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 研究者は上記で概説した背景に基づいて、本研究の問題を次のよう

に設定する。 

1. Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログの

会話に表示されるコードスイッチングの形は何のだろうか？ 

2. Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログの

会話に表示されるコードスイッチングの種類は何のだろうか？ 

3. Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログの

会話に表示されるコードスイッチングの原因は何のだろうか？ 

4. Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログの

会話に表示されるコードスイッチングの目標は何のだろうか？ 

 

B. 研究方法 

 この調査では、無料のリスニング（SBLC）手法を使用して、必要

なコードスイッチングデータを収集する。研究者は自由に耳を傾け、

演説者が行う会話工程には関与しない。さらに、研究者はメモを取る

手法を使用して、コードスイッチング発話を含むデータトランスクリ

プトの結果を Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動

画ブログに記録する。収集されたデータは、記述的分析手法を使用し

て分析される。コードスイッチングデータはナレーションの形で説明

され、読者が発話の状況を感じることができるように、読者をテキス

トに配置しようとする。 
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C. 研究結果と分析 

 分析されたデータに基づいて、Akira Family Channel というユーチュ

ーブチャンネルの動画ブログで２３ものコードスイッチングデータが

見つかる。研究成果は以下のとおりである。 

1. Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログ

の会話に表示されるコードスイッチングの形 

 データを収集した後、２３形のデータがコードスイッチングの

形で見つかる。そのデータは１６の言語間コードスイッチングデー

タ、５の方言間コードスイッチングデータ、1 つの品種間コードス

イッチングデータ、および１つの発話レベル間コードスイッチング

データで構成されている。 

番号 コードスイッチングの形 データ量 データ番号 

1. 言語間 

インドネシア語

―日本語 
11 

1, 2, 3, 4, 5, 

6, 7, 8, 9, 

10, 11 

日本語ー 

インドネシア語 
5 

12, 13, 14, 

15, 16 

2. 方言間 社会方言 5 
17, 18, 19, 

20, 21 

3. 品種間 非公式 1 22 

4. 発話レベル間 普通語 1 23 
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2. Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログ

でのコードスイッチングの種類 

 データを収集したところ、２３種類のコードスイッチングデー

タがあることがわる。そのデータは５つの metaphorical コードスイ

ッチングデータと１８の situational コードスイッチングデータで構

成されている。 

番号 コードスイッチングの種類 データ量 データ番号 

1. Ｍetaphorical 5 

1, 3, 4, 5, 7, 8, 

9, 10, 11, 12, 

13, 15, 16, 17, 

19,  21, 22, 23 

2. Situational 18 
2, 6, 14, 18, 

20 

 

3. Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログ

でのコードスイッチングの要因 

 データを収集したところ、２３原因のコードスイッチングデー

タがあることがわる。そのデータは話者の目的に関する 2 つのデー

タ、相手が言語の能力に関する 3 つのデータ、第三者の参列に関す

る 6 つのデータ、話題の変化に関する 4 つのデータ、発話状態の変

化に関する１つのデータ、ユーモアのセンス感覚を養うことに関す

る２つのデータ、品種と発話レベルの選択に関する３つのデータ、

高い威信に関する２つのデータである。 
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番号 コードスイッチングの原因 データ量 データ番号 

1. 話者の目的 2 4, 7 

2. 相手が言語の能力 3 5, 8, 21 

3. 第三者の参列 6 
1, 3, 12, 13, 15, 

16 

4. 話題の変化 4 6, 11, 18, 20 

5. 発話状態の変化 1 22 

6. ユーモアの感覚を養うこと 2 2, 14 

7. 品種と発話レベルの選択 3 19, 23 

8. 高い威信 2 9, 10 

 

4. Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの動画ブログ

の会話に表示されるコードスイッチングの目標 

 データを収集したところ、２３原因のコードスイッチングデー

タがあることがわる。そのデータは特定のアイデンティティまたは

民族グループを示すため１つのデータ、発話参加者間の連帯を構築

するため７つのデータ、特別な話題について話し合うため３つのデ

ータ、重要なことを強調するため４つのデータ、ユーモアの感覚を

表現するため２つのデータ、秘密のことを言うため１つのデータ、

対話者の行動の不承認を示すため１つのデータ、意味をより正確に

伝えるため２つのデータ、相手からの支援を構築するため２つのデ

ータである。 
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番号 コードスイッチングの目標 データ量 データ番号 

1. 
特定のアイデンティティまた

は民族グループを示すため 
1 9 

2. 
発話参加者間の連帯を構築す

るため 
7 

1, 8, 11, 12, 

13, 15, 16 

3. 
特別な話題について話し合う

ため 
3 20, 22, 23 

4. 重要なことを強調するため 4 4, 10, 18, 19 

5. 
ユーモアの感覚を表現するた

め 
2 2, 14 

6. 秘密のことを言うため 1 6 

7. 
対話者の行動の不承認を示す

ため 
1 17 

8. 意味をより正確に伝えるため 2 3, 7 

9. 
相手からの支援を構築するた

め 
2 5, 21 

 

D. 終わりに 

 データを分析したところ、コードスイッチングの形式は言語間のコ

ードスイッチング、方言間のコードスイッチング、品種間のコードス

イッチング、および発話レベル間のコードスイッチングの形式である

ことがわかる。Akira Family Channel というユーチューブチャンネルの

動画ブログで見られる最も一般的なコードスイッチングの形は言語間

のコードスイッチングの形である。言語間のコードスイッチングの形

は、インドネシア語から日本語への移行である。この調査で見つかっ

たコードスイッチングの種類は、metaphorical コードスイッチングデー
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タと situationalコードスイッチングである。しかし、この研究で最も頻

繁に見られるのは situational コードスイッチングである。 

 この研究で見つかったコードスイッチングを引き起こす要因は話者

の目的、相手が言語の能力、第三者の参列、話題の変化、発話状態の

変化、ユーモアのセンス感覚を養うこと、品種と発話レベルの選択、

高い威信である。Akira Family Channel というユーチューブチャンネル

の動画ブログでこの研究で最も頻繁に見られるのは第三者の参列によ

るものです。この研究で見つかったコードスイッチングを引き起こす

目標は特定のアイデンティティまたは民族グループを示すため、発話

参加者間の連帯を構築するため、特別な話題について話し合うため、

重要なことを強調するため、ユーモアの感覚を表現するため、秘密の

ことを言うため、対話者の行動の不承認を示すため、意味をより正確

に伝えるため、相手からの支援を構築するためである。しかし、コー

ドスイッチングの目的で最も頻繁に見られるのは発話参加者間の連帯

を構築するためである。 
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